スロッシングによる危険物タンクからの溢流計算結果について
１　危険物タンク（浮き屋根式）の規模別の最大溢流量
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２　危険物タンク（浮き屋根式）の石油類別の最大溢流量

○ 第1石油類：引火点21℃未満の引火性液体（ガソリン、ベンゼン、トルエン、アセトンなど）
○ 第２石油類：引火点21℃以上 70℃未満の液体（灯油、軽油、キシレンなど）
○ 第３・４石油類：重油、潤滑油など引火点が高く、加熱しない限り引火する危険性は少ない
※1　スロッシング最大波高がタンクの余裕空間高を上回ったものを「溢流あり」と判断する。


なお、スロッシングにより溢流するタンクは、許可容量35,000kL以上のタンクに限られる結果となった。


※2　貯蔵量を自主管理油高の上限とした場合の溢流体積を最大溢流量として算出。
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